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関連論文

高分子はプラスチックとして固体状態で使用される他にも、適当な溶媒に溶解させて溶液中で

使用する場合、溶液をゲル化させて用いる場合も多く、溶液中、ゲル中での高分子の構造を知

ることは、実用上も非常に重要です。具体的には主に下記のテーマに取り組んでいます。

◆増粘多糖類・キサンタンの熱変性・再性に伴う構造変化の解明と粘性制御

◆生体・環境親和性高分子・ポリ乳酸の結晶形を制御した高分子ゲルの物性制御

高分子は巨大な分子で、高分子の局所構造だけを明らかにしても高分子鎖全体の形状が明らか

になるとは限りません。特に高分子溶液の粘性は分子鎖全体の形状から強く影響を受けています。

本研究室では溶液中、ゲル中の高分子の構造を、高分子の局所構造から高分子鎖全体の形状に

至るまで、幅広い範囲で計測する「木も見て森も見る」手法で明らかにしています。
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概要

◆増粘多糖類・キサンタンの熱変性・再性に伴う構造変化の解明と粘性制御

製品に適度な粘度を付与するために、しばし

ば増粘多糖類が使用されます。

キサンタンは最も広く利用されている増粘多糖

類の一つですが、加熱・冷却によって構造・粘

性が変わる (熱変性・再性) ことが知られてい

ます。 熱変性・再性に伴う構造変化を調べる

ことで、粘性の変化を予想します。

◆環境親和性高分子・ポリ乳酸の結晶形を制御した高分子ゲルの物性制御

ポリ乳酸は再生可能資源から製造され、無害な物

質に分解されて、環境中に残りにくいために、注

目されて来ました。結晶挙動を制御することで、簡

便にポリ乳酸を網目、水を溶媒としたゲル (ハイド

ロゲル) を作製しする方法を見出しました。ポリ乳

酸は生体内でも無害な物質に分解されるので、医

療用途にも利用されていますが、簡便にハイドロ

ゲルを作製することで、さらに用途が広がることが

期待されます。

加熱・冷却に伴う
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類の粘度を制御

ポリ乳酸の結晶化挙動を制御して

簡便にハイドロゲルを作製
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溶液中、ゲル中の高分子の構造解析に基づい
た物性制御
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